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初
期
暉
宗
史

に
於
け
ろ
悟
と
修

の
問
題

8木

村

静

雄

(

闘
)

六
租
壇
経
や
瀞
會
語
録
に
見
え

る
南
北
頓
漸
の
論
璽
を
、
翠
に
勢
力
孚
ひ

に
出
た
抑
下
の
言
と
の
み
解
す
る
の
は

更
實
を
見
て
其
の
眞
實

に
鰯
れ
ぬ
見
解

で
あ

る
。
順
と
言
ひ
漸
と
言
ふ
、
何
れ
も
禮
　の
生
命

に
鯛

れ
、
其

の
性
格
を

決
定
す
る
重
大
な
論
黙

で
あ

つ
て
、
當
代
の
灘
風

に
は
必
す
や
か

～
る
論
孚
を
必
要
と
す
る
相
違
黙
が
存
し
た

の
で

あ
り
、
叉
此
の
論
孚
を
纏

て
初

め
て
、
祀
師
輝
は
其

の
性
格
に
最
も
相
鷹
は
し
い
理
論
を
確

立
し
た

の
で
は
な

い
か

と
思
は
れ
る
。
人
情
を
超
え
是
非
を
決
揮

し
て
灘
は
自
ら
を
純
化
し
た
の
で
あ
る
。

普
通

に
頓
悟
漸
悟
と
言

ふ
時
、
其

の
内
容
に
は
悟

に
至
る
過
程
の
有
無
を
も
含

め
て
言
ふ
の
で
あ
る
か
ら
嚴
密
に

は
、
宗
密
輝
師

の
如
く
悟
と
修
と

に
分

つ
て
、
其

の
各
々
に
就

い
て
頓
漸
を
槍
討
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
悟
は
眞

性

の
顯
現
に
就

い
て
言

ふ
の
で
あ
り
、
修
は
眞
性
と
現
實
と
の
關
係

に
就
い
て
言
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
悟
は
修

の
目
的

で
あ
り
、
修
は
悟
に
至
る
過
程
で
あ
h
方
法
で
あ

る
。
悟
は

≦
げ
暮

の
問
題
で
あ
り
、
修
は

鵠
。
ミ

の
問

初
期
暉
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
一
)
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切
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
二
)

題

で
あ
る
。
宗
教
と
し

て
の
灘

は
此
の
爾
面
を
具
備
す

る
事

に
よ

つ
て
初

め
て
完
全
と
な
る
。
此
の
故

に
歴
代
租
師

は
悟

の
眞
僑
を
鮎
槍
す

る
と
共
に
、
悟
を
誘
登
す
可
き
修

の
批
到
と
磯
見
を
怠
ら
な
か

つ
た
。
灘

思
想
史
は
或
る
意

味
で
は
修
登
展
史
に
他
な
ら
な

い
。
何
と
な
れ
ば
悟

は
唯

一
味

で
あ
り
、
眞
傭

は
有

つ
て
も
、
悟

に
歴
史
的
螢
展
は

有
り
得
す
、
悟
に
關
し
て
歴
史

は
成
立
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
南
北
頓
漸
の
論
争
も
結
局
修

の
頓
漸
が
中
心
と
考

へ

ら
れ

る
の
で
あ

る
。

.

・

紳
秀
暉
師
の
北
宗
灘
が
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
漸
敏

で
あ
り
、
六
租
の
南
宗
暉
が
果
し

で
初
祀
達
摩
以
來
の
正

θ

統
を
傳

へ
る
も

の
で
あ
る
か
如
何
か
に
就
い
て
は
、
巳
に
松
本
、
胡
適
、
鈴
木
、
,
宇
井
、
久
野
、
釘
宮
、
柴
野
等
諸

ま

大

家

の
綿

密

な

る
研

究

が
螢
表

さ

れ

て
居

る
の

で
あ

る
が
、
是

等
諸

先

輩

の
成
果
を

綜
合

し

つ
、
初
、期

灘

宗
史

の
思

想

的
方

面
を
悟

と
修

の
爾
面

よ
り
整

理

し

て
見

た

い

の
で
あ

る
。

註
θ

松
本
博
士
著

「達
摩
」
「
六
祀
壇
経
の
書
誌
學
的
研
究
」
(暉
墨
研
究
第
+
七
、
十
八
號
)

胡
適
著

「支
那
輝
學
之
愛
遷
」
「紳
會
和
荷
遺
集
」
鈴
木
大
拙
著

「
校
刊
少
室
逸
書
」
.【
同
解
読
附
緑
達
摩
の
輝
法
と
思
想
及
其
他
」
「荷
揮
憩

會
縄
師
語
錬
」
「緻
…焼
出
土
本
、
興
聖
寺
本
、
大
乗
寺
本
各
種
六
胆
壇
経
と
解
読
」
宇
井
博
士
著

「
輝
宗
史
研
究
」
「第
二
輝
宗
皮
研
究
」
久
野

芳
隆
述

「樹
伽
輝
」
(

)
「
北
宗
暉
」
(大
正
大
學
々
報
第
滑
、
冊

一
輯
)
釘
宮
武
雄
著

「行
道
佛
教
學
」
柴
野
恭
常
著
「達
摩
」

、

等
滲
照
、

、
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(
二
)

達
摩
大
師
が
支
那
灘
宗
の
初
魍
と
仰
が
る

、
所
以
は
、
軍
に
法
系
上
の
第

一
祀
と

云
ふ
の
み
で
な
く
、
其
の
教
説

の
中

に
確

か
に
灘
思
想
の
基
本
原
理
が
含
ま
れ
、
此
の
基
礎
の
上
に
租
師
輝
が
登
展
し
成

立
し
た
と
考

へ
ら
る
～
黙

、

に
あ
る
。
今
、
祀
師
西
來
の
歴
史
的
意
義
を
明
か
に
す
る
た
め

に
、
少
し
く
達
摩

大
師
渡
來
以
前

の
支
那
佛
敏
界

に

行
は
れ
た
灘
観
の
法
に
就
い
て
そ
の
得
失
を
考

へ
て
見
た

い
。

、

e

所
謂
縄
宗
成
立
以
前

の
支
那
佛
教
界

に
行
は
れ
た
灘
法
は
、
第

一
に
小
乗
佛
教

の
坐
輝
儀
と
も
言

ふ
可
き

「
灘
脛

」

の
翻
課
、
第

二
に
そ
の
研
究
解
繹
、
第

三
に
そ
の
實
修
と
云
ふ
順
序

に
於

い
て
普
及
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
支
那

に
於
け
る
佛
敏
傳
來
の
最
初
期

に
於

い
て
、
早

く
も
安
世
高

(
一
四
八
頃
來
朝
)
に
よ
つ
て
大
安
般

守
意
経
、
陰
持

入
経
、
避
地
脛
、
暉

行
法
想
脛
、
催
行
三
十
七
品
経
等
約
十
三
部

二
十

噌
巻

の
灘
経
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、

此

の
特
殊
な
修
道
法
は
直
ち

に
支
那
人
に
よ
つ
て
探
用
さ
る

、
に
は
至
ら
命
、
廣
く

一
般
に
實
修
さ
る
～
様

に
成

つ

た
の
は
、
其
後
約

二
百
年
を
脛
て
繹
道
安

(
三

一
ー

三
八
五
)
と
そ
の
弟
子
慧
遠

(
三
三
四
f
四

一
七
)
の
懇
請

に

よ
り
、
羅
什
諜
藤
秘
要
法
経
、
坐
灘

三
昧
経
、
菩
薩
呵
色
欲
法
経
、
灘
法
要
解
、
思
惟
要
略
法
等
、
叉
佛
陀
蹟
陀
羅

謬
達
摩
多
羅
輝
輕
等
が
成

つ
て
以
後
で
あ
る
と
言
ば
れ
る
。
是
等
は
何
れ
も
當
時
西
域
諸
國

に
行
は
れ
た
魍
法
を
傳

へ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
思
想
的
背
景
は
、
中
阿
含
脛
第
二
十
四
巻
念
庭
経

に
読
く
四
念
慮
、
増

一
阿
含
経
第
二

初
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
三
)
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初
期
縄
宗
史

に
於
け
る
悟
と
修

の
問
題

、

(
四
)

巻
廣
漏
品
の
十
念
、
倶
含
論

(
二
二
i

二
五
)
分
別
賢
聖
品
第

六
に
読
か
る
～
五
停
心
観
等

に
見
る
如
べ
、
小
乗
佛

教
の
煩
拶
實
在
論

で
あ

る
。
然

し
て
か

、
る
輝
法
は
、
戒
定
慧
の
三
學
の

一
と
し

て
實
修
さ
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
後

に
六
度
萬
行
を
囁
す
る
唯

一
根
本
道
と
し

て
修

せ
ら
れ
た
輝
と
は
趣
を
異

に
す
る
事
は
注
意
さ
る
可
き

で
あ
る
。

帥
ち
、
灘
脛
の
内
容
は
、
先
づ
修
道
者
の
現
實

に
注
目
し
、
煩
幡

の
實
有
を
認
め
、
之
を
漸
滅
す
る
爲
め

に
藤
行

法
想
の
経
名
が
示
す
様

に
坐
輝
観
想

の
法
を
用
ひ
て
…封
治
す
る
も
の
で
あ

る
、
之

に
五
種
の
観
法
が
あ

る
。

「
坐
暉

三
昧
経
」

に
言
ふ
。

晶

「
若
し
婬
欲
多
き
人
は
不
澤
法
門
も
て
治
す
。

(
不
浄
観
)

若
し
瞑
悉
多
き
人
は
慈

心
法
門
も
て
治
す
。

(
慈

心
観
)

若
し
愚
擬
多
き
人
は
思
惟
観
因
縁
法
門
巻
て
治
す
。

(
十

二
因
縁
観
)

若
し
思
畳
多
き
人

は
念
息
法
門
も
て
治
す
。

(
歎
息
観
)

若
し
多
等
分
の
人
は
念
佛
法
門
も
て
治
す
鱒

諸
の
是

の
如
き
等

の
種
々
の
病
は
、
種
種

の
法
門
も

て
治
す
。
」

或
は
肉
身

の
不
浮
を
観
じ
、
或
は
慈
愛
の
想
ひ
、
十

二
因
縁
の
法
理
を
観
じ
、
叉
、
自
己
の
入
息
出
息

の
呼
吸
を
藪

へ
、
佛

の
相
好
を
想
念
す
る
等

の
方
法

に
よ
つ
て
、
三
毒
及
び
思
畳
作
用
を
絶
た
ん
と
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
言
は

釣



9

一
の
封
症
療
法
で
あ
る
。
從

つ
て
、
か

、
る
観
法
自
膣
が
最
後

の
目
的
に
非

る
事
は
言

ふ
ま
で
も
な

い
。
即
ち
、

　

ら

　

　

「
灘
法
要
解
」

に
よ
れ
ば
、
か

、
る
法

は

「
是
.
行
昌ジ
思
力
噂ヲ
令
レム
得
亀澱
定
}テ
」

も
の
で
あ
り
、
.一
の
善
畳
観
に
過
ぎ

な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
畳
観

の
作
用
を
滅
し
て
初
灘

の
境
地
に
入
り
、
次
第
に
喜
樂
の
念
を
捨

て
～
二
灘

三
灘

よ
り
第
四
職
に

入
つ
て
念
清
浄
な

る
を
得
、
之
を

「
名
テ
爲
「嗣.眞
輝
働ト
、
飴
,
三
灘
者
方
便
階
梯
ナ
リ
」

と
す
る
。
然
し
て

四
無
量
心
.
四
念
腱
、
四
諦
、
四
無
色
定
、
五
神
通
等

の
勝
溢
も
総

べ
て
此
の
第
四
麗

に
於
い
て
實
現
し
得
と
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
最
高
究
極

の
境
地
と
し
て
は
四
照
中
の
第
四
灘
を
目
指
す
も
の
で
あ

つ
て
、
五
種

の
法

門
の
如
き
は
前
方
便
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
修
道
の
膿
系
と
し
て
四
麗

の
境
地
に
進
む

の
で
あ
る
が
、
實
際

に
於
い
て
は
、
煩
惜
柳
ち
悪
罷
観

を
、
五
種
観

法
帥
ち
善
畳
観

に
置
き
換
え
る
事
は
比
較
的
容
易

で
あ

つ
て
も
、
篭
観
作
用

そ
れ
自
燈

の
滅

へ
進
む
事

は
非
常
な
難
行
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
本
來
の
理
想
を
見
失

つ
て
邪
遺
に
入
り
易
い
傾
向
を
持

つ
。
例

へ
ば
不
澤
観

に
於
い
て
肉
身

の
三
十
六
不
浮
を
観

じ
て
後
、
自
骨
光
明
を
賢
し
青
黄
赤
白

に
鍵
す
る
如
き
、
念
佛
に
於
い
て
、

三

十
二
相
八
十
種
好
の

一
々
を
細
密

に
観
じ
光
明
徹
照
無
量
世
界
と
説
く
如
き
は
己
に
幻
想
の
世
界
と
匿
別
し
難

く
、

更
に
五
紳
通
を
読
き
塞
中
飛
行

の
可
能
を
言
ふ
に
至

つ
て
は
明
か
に
邪
道

で
あ

つ
て
、
絵
り
に
想
像
的
意
識
作
用
を

研
磨
す
る
結
果

の
大
き
な
弊
害
と
も
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

め

初
期
暉
宗
史
に
於
け

る
悟

と
修

の
…問
題

(
五
)
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初
期
暉
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
六
)

!
か

～
る
観
法
は
煩
惜
熾
盛

の
人
間
の
現
實

に
封

す
る
慈
悲
方
便

で
あ
り
易
行
道
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
り
、
其

の

故
に
こ
そ
佛
以
來
長
く
用
ひ
ら
れ
來

つ
た

の
で
あ

つ
た
。
然
し
な
が
ら
易
行
な
る
が
故

に
其
慮
に
停
滞
し
て
種

勘
の

弊
害
を
生
じ
眞

の
境
地
を
見
失
ふ
に
至
る
事
が
多
か
る
可
き
は
想
像

に
難

く
な
い
。
か

、
る
傾
向

に

一
大
鐵
槌
を
下

し
此
の
弊
風
を
打
破

せ
ん
と
し
て
提
唱

さ
れ
た
の
が
、
達
摩
大
師

(
五

一
六
ー
五
三
六
在
支
、
柴
野
説
)
の
前
後

に

興
り
來

つ
た

「
煩
欄
菩
提
」

「
帥

心
帥
佛
」

の
思
想
で
あ

つ
た
。

保
誌
和
尚

(
寳
誌
、
五

一
四
滅
)
に
次
の
語
が
あ

る
。

「
不
レ暇
漸
調除
煩
拶
一、
煩
悩

本
來
察
寂
…
…
…
若
欲
昌作
業
求
7佛
、
業
是
生
死
大
兆
」
(
大
乗
讃
)

「
衆
生
不
レ解
出修
道
一、
便
欲
レ漸
亀除
煩
幡
"、
煩
憎
本
來
塞
寂
、
將
レ道
更
欲
レ覚
レ道
」

(
十
四
科
頚
、
菩
提
煩
櫛
不
二
)

、善
慧
大
士

(
四
九
七
-
五
六
九
)
も
言

ふ
。

「
了
レ本
識
レ心
、
識
レ心
見
レ佛
、
是
心
是
佛
、
是
佛
是
心
…
…
…
臼
観
輔百

心
一、
知
噛彿

在
"内
、
不
二向
レ外
尋
一、
即
心
即

佛
、
帥
佛
・即
心
」
(
心
王
銘

)

帥

心
即
佛
は
煩
幡
具
足
の
自
心
に
佛
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ

つ
て
煩
拶
即
菩
提
と
同

一
思
想
で
あ
る
。
之
等

の
圭

張
は
己
に
羅
什
に
よ

つ
て
課
さ
れ
た
維
塵
輕
の

「
不
レ断
昌煩
櫛
一而

入
昌浬
契
一、
是
爲
昌宴

坐
一」
(
弟
子
品
第

三
)
等

の
思

想
に
よ
つ
て
大
な
る
暗
示
を
受
け
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
更
に
、

二
粗
慧
可
大
師

(
四
八
七
ー
五
九
三
)
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は

「
除

"煩

惜

'而
求

昌淫
築

一者
、

喩
昌去
レ形
而

覚
ワ影
、
離

昌衆

生

聯而
求
レ佛
者

、

喩
昌黙
レ聲

而
尋
7響

云
云
」

と

言

ふ
向
居

士

の
書

信

に
答

へ
て

〆

「
本

迷

噸留デ
摩
尼

∵「謂

充

礫

卜
、

黙
然

自
畳

…

是

・
眞

珠

、
無

明
智

慧

等

・蕪

レ・
異

・
、
」
(
績

高
僑
傳

)

・と

述

べ
、

叉
、

少

室
逸
書

第

一
編

難
録

第

二

(
八

四
節

)

に
、

「
叉
言

、
敢
ヨ我

断
昌煩

拶

一。
答

、
煩
惜

在
"何
腱

一、
而

欲
レ断
レ之

。

叉
言
、
實

不
レ知
レ慮
。
答

、

若

不
レ知

レ慮
、
讐

如
昌虚

室

'、
知
昌似

何
物

、

而
言
7断
昌煩
悩

」

と

言

ふ
問
答

が
あ

り
、

可
師
帥

ち

慧
可

大
師

の
言

と
推

察

さ
れ

る
。
更

に

「
六
租

壇
纏
」

に
は

「
善

知
識

。
即
煩

衡

是
菩

提
。

前

念
迷
即

凡
。
後

念
悟
帥

佛
。

…
…

:
我

此
法
門

。

從
㍉

一
般

若
一生

唱入

萬

四
千
・智

慧

嬬、
何

以
故

。
爲
㌧
り
世
憶
有
㍉
ガ
八
萬

四

千
ノ
塵

勢
」

(
轍

焼

本

二
六
ー

二
七

)

◎

と

物

り

、

「
悟

性

論
」

亦

、

「
若

シ
能

ク
返

照
セ
パ
、

了
了
,
シ
テ
見

㌦
貧

瞑
擬

ノ
性
即

千
是

.
佛

性
一ナ
ル
ヲ
、
貧

眞
擬
,
外

更

。
無
ヨシ
別
二
有
㌦
佛

性

"…

…

不
レ見
三

煩

櫛

異

㌦
ヲ
於
温
桀

一二、

何
以

故

。
煩
拶

輿
浬
桀

、

同
ク
是

レ
一
性

空
ナ
ル
ガ
故

二。
」

・
と
圭

張

し
、
以

後

、
煩

僑
帥
菩

提

若

く
は
郎

心
成
佛

の
思

想

は
灘

の
通

論

と
成

つ
た

の

で
あ

る
が

、

何

れ
も
、

常
識

の
立

場

か
ら
煩

櫛

塵
勢

の
存
在

を

認

め
縄

観

の
目

的

を
先

づ
其

の
封

治

に
置

く
灘
纏

的

方
法
を

破
斥

し
、

煩
櫛

自
謄

曹初
期
縄
呂
ホ
史

に
於

け

る

悟

と
修

の
問

顯
周

・

(
七

)
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初
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
麺

(
八
)

に
敢
え
て
執

せ
す
直
ち
に
共

の
根
本

な
る

一
性
塞
の
庭
に
返
照

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
然
し
て
そ
の
理
由
を
明

◎

快

に
読

く
も

の
は
、
牛
頭
暉

の
租
法
融
藤
師

の
語
録
と
信
ぜ
ら
る

、
轍
煙
出
土
の

「
絶
観
論
」

に
於
け
る
左

の
藪
章

で
あ
る
。

,

「
此
の
人
方
便
を
知
ら
す
。
皆
是
れ
妄
を
息
め
心
を
見

る
。
久
し
き
を
得
る
と
錐
も
還
た
登
す
。
輕
に
云
は
く
、

當
來
の
比
丘
、
・犬
の
塊
を
逐
ひ
て
人
を
逐
は
ざ
る
が
如

し
。
師
子
人
を
逐
ひ
て
塊
を
逐
は
ざ
る
が
如

く
な
れ
ば
、

塊
自
ら
息

ま
ん
。
修
道
の
人
若
し
心
を
了

せ
ざ
れ
ば
、
亦
復
此
の
如
し
、
更

に
生
死
を
増
さ
ん
。
」
(
同
論

=

一
二

、

節
)

も

ゆ

息
レ
妄
見
レ
心
の
心
は
絶
観
論

で
は
有
心
を
意

味
す
る
。
・即
ち
作
爲
的
な
観
想

の
法
の
實
修
を
指
す
の
で
あ

る
が
、
か

、
る
観
法
は
塊
を
逐
ふ
て

塊
を
投
げ

る
人
を
逐
は
ざ
る
に
等
し
く
、

了
レ
心
に
至
ら
ざ
れ
ば
其

の
根
本
を
断

つ
能
は

す
、
静
慮
久
し
き
を
得
て
も
必
す
や
妄

心
は
機
す
る
で
あ
ら
う
。

「
問
日
、
諸
佛
聖
人
、
青
黄
赤
自
観

法
を
説
く
は
何
の
意
ぞ
。

　

　

　

　

答

日
、
此
れ
衆
生

に
約
し
て
此
に
住
せ
し
む
。
是
れ
住

心
の
法
な
り
。
亦
人
の
識
知

に
合

す
。
所
見
皆
實
な
ち
す

若
ん
ぞ
知
と
爲

さ
ん
。

一
切
物
上
、
或
は
青
を
見
、
或
は
黄
を
見

る
。
即
ち

一
切
所
見
、
皆
實
無

し
。
今
人
將
に

光
明
を
施
し
て
聖
と
作

す
が
如
し
。
大

い
に
誤
れ
る
也
。」
(
同
論

一
ご
五
節
)
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響

赤
白
の
襲

(
自
裁

の
羅

せ
る
も
の
)
の
如
き
は
・
約
昌墾

の
常
識
的
立
場
で
あ
り
・
住
心
の
塗

あ

り
、
圭
観
的
識

知
の
作
用
で
あ

る
。
何
れ
も
幻
想
不
實
で
あ
り
、
邪
遣
で
あ
る
と
す

る
の
で
あ

つ
て
、
祀
師
輝

に
於

い
て
灘
脛
的
観
想

の
法
を
排
す

る
理
由

は
、
こ

～
に
最
も
明
瞭

で
あ
る
。

更

に
、
五
租
弘
忍
大
師

の
語
録
と
さ
れ
る

「
最
上
乗
論
」

(
修
心
要
論
)

に
は
明
か
に
之
を
暉
病

と
し
て
扱

つ
て

ゐ
る
。

、

。

「
夜
坐
誰
時
、

或
見
昌
一
切
善
悪
境
界
騨。
或
入
呂青
黄
赤
白
等
諸

三
昧
刷。

或
見
雪身
出
昌大
光
明
"。
或
見
如
來
身
相
鴨。

　

う

　

　

　

も

或

見
昌種

種
攣

化
「。
但

知
振
レ心
莫
レ著

。
並
皆

是

察
。
妄

想

而
見
也

。
」

(
縄
門

撮

要

下
)

註
θ

松
本
文
三
郎
博
士
著

「蓮
摩
」
後
篇
支
那
陣
敏
の
由
來
、
佐
々
木
憲
徳
著

「列
傳
盟
漢
魏
六
朝
輝
観
獲
展
史
論
し
伊
藤
古
鑑
氏

n
輝
宗
の
教
學

護
達
に
就
い
て
」
(騨
學
研
究
第
十
六
、
十
七
,
十
八
號
)
参
照
、

註 註
㊤ ◎

 

註
⑬

大

日
本
績
藏
経

第

一
輯
第

二
編
第

十
荒
巻

第
五
燈
、
少
室
六
門
集
所
牧
、

鈴
木
大
拙
博
士

「
達
摩
和
街
絶
翻
論

に
っ
き
て
」
(
佛
教

醗
究
第

一
巻
第

一
號
)

に
全
丈
掲
載
。
關
口
慈
光

「
絶
観

論
撰
者
考
」
(
大
正
大
學

々

報

第
貼川
、
冊

一
輯
)
怠
少
昭
…、

大
般
浬
葉
輕

巻

の
第

+
こ
、
曇
行

品
第

七
ノ
ニ

(
國
謬

一
切
経

二
二
七
頁
)
摩
詞
般
若
波
羅
密
紹
廣

乗
品

第
+
九

(
國
諜
大
戴
経

=
嚇一〇
頁

)

等

の
大
乗
紹
典

の
中

に
も
保
存
さ
れ

る
o

/

劒
ド期
謹
川宗
史

に
於

廿
る
悟
と
修

の
問

頚
}

'(
九

)
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初
期
灘
祭
築
紀
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

二

〇
)

(
三
)

煩
幡
封
治

の
暉
観
か
ら
煩
衡
即
菩
提

の
繹
思
想

へ
の
登
展
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
此

の
問
に
あ

つ
て
共

の
思
想
的

根
底
と
方
法
論
を
明
瞭

に
し
後
代
の
所
謂
租
師
暉
の
原
理
を
確
立
し
た
も

の
が
達
摩
大
師

の
こ
入
四
行

の
敷
説
で
あ

る
o

・

`

從
來
達
摩
大
師
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
共

の
語
録
と
信
ぜ
ら
れ
た
短
篇

の
論
書
は
現
存
す

る
も

の
、
み
に
て
も
相
當

の
藪

に
上
る
の
で
あ
る
。

「
校
刊
少
室
逸
書
解
読
附
録
」
に
墨
げ
ら
れ
た
も
の
、
中
重
復
す

る
も
の
を
除
き
、
薪

に

駿
見
さ
れ
た
も
の
を
加

へ
る
と
次
の
如
、く
で
あ

る
。

、

、

一

二
入
四
行
論

二
、
安

心

法

門

三
、
悟

性

論

四
、
血

賑

論

五
、
破

相

論

六
、
無

心

論

(
「
隙
門
撮

要
」
上
、
「
少
室
六
門
集
」
「
少
室
逸
書
」
第

蝿
編
等
所
牧
、
又

こ
種
入
、

四
行
鯉

と
名
く

)

(
「
宗
鏡
録
」
第
九
+
七
巷
。
「
少
室
六
門
集
」

「
少
室
逸
書
」
第

一
篇
雑
鋒
第

一
等
所
牧

(
「
少
室

六
門
集

」
所
牧

)

(
「
暉
門
撮
要

」
上
、
「
少
室

六
門
集
」

等
所
牧

)

、

-

(
「
輝
門
撮

要
」
上
、
「
少
室

六
門
集

」
「
大

正
蔚
修

大
藏
経
」
第
八
+
五
巻

(
四
)
、
龍

谷
大
學
所
藏
轍
燵

出
土
爲
本

、
金
澤
丈

庫
所
蔵
爲
本
等
所
牧
、

又
麹
心
論

、
観

心
破
相
論
と
名
く

「
校
刊
少
室
逸
書

解
説
附
…録
」
κ
五
本
封
校
す

)

(
大
正
薪

修
大
藏
紹
第

八
+

五
巻

r
四

曜所
牧
轍
燵
出
土

)
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七

、

観

門

(
同

右

)

八

、

絶

観

論

(
「佛
教

研
究

」

フ

一
所
牧

「
緻

燵
出
土
達
摩
和
術
絶
襯
論
に

つ
き
て
」

に
全
丈
揚
載

)

e

然
る
に
學

者
の
研
究

に
よ
れ
ば
二
入
四
行
論
を
除
く
他
は
、
何
れ
も
後
代

の
成
立
と
認
め
ら
れ
、
之
を
達
摩

大
師

自
身

の
語
録
と
見
る
事

に
は
困
難
が
致
す
る
の
で
あ

る
が
、
唯

二
入
四
行
論

の
み
は
、
景
徳
傳
燈
録
巻
三
十
に

「
略
辮
大
乗
入
道
四
行
」

弟
子
曇
琳
序

`

◎

と
し
て
保
存
さ
れ
、
慧
可
と
同
時
代

の
曇
林
法
師

の
記
録
す
る
所

で
あ

る
事
が
明
か
な

る
の
み
な
ら
す
、
績
高
信
傳

.
携
伽
師
資
記
等
の
各

々
系
統

を
異

に
す
る
達
摩
傳

に
探
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
之
を
最
も
信
ず
可
き
達
摩
親
説
と

認

め
得

る
事
は
學
界
の

一
致
す

る
所

で
あ

る
。

◎

然
し
て
此
の
二
入
四
行
説
の
解
繹

に
就

い
て
は
、
學
者
間

に
多
少

の
異
論
が
存
す

る
の
で
あ
る
が
、
私
は
諸
家
の

　

　

高
読
を
饗
考
し
つ
～
、
衣
の
二
黙
に
注
意
し
た
い
。
帥
ち
、
第

一
に
灘
定

の
目
的
即
ち
悟

の
内
容
を
具
性

の
徹
見
に

も

　

あ
り
と
し
た
事
、
第
二
に
そ
の
壁
観
な

る
方
法
論

に
於
い
て
悟
と
不
二
な
る
修
を
圭
張
し
た
事

で
あ

る
。
此
の
二
黙

は
達
摩
大
師
以
前

の
輝
観

に
比
し
て
劃
期
的
縄
思
想
と
爲
る
も
の
で
あ

つ
て
、
第

一
は
煩
拶

の
存
在
を
封
象
と
せ
す

直
ち
に
究
極
の
理
想
に
向

つ
て
迫
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第

二
は
從

つ
て
煩
幡
封
治
の
法
な

る
各
種
の
観
法
を

排

し
て
直
接

に
悟
の
眞
髄

に
鯛
れ
ん
と
す
る
方
法
を
意
味
す
る
。

初
期
暉
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
一
哨
)
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初
期
閥
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
=
一)
'

此

の
二
入
の
説
は
學
者
の
指
摘
す
る
様

に
達
摩
大
師
の
創
読
で
は
な
く
、
金
剛
三
昧
脛
よ
り
探

つ
た
も
の
で
あ
る

が
、
此
の

一
節
を
抽
き
出
し

て

「
入
道
多
途
。

要
而
言
レ之
。

不

出̀
三

鍾

。
」
と
断
じ
た
所

に
達
摩
大
師

の
見
識
を

見

る
可

く
、
且
之
を

「
壁
観
」
〆な

る
猫
自

の
名

に
於

い
て
實
践
せ
し
め
た
所

に
實
際
家
と
し
て
の
面
目
を
見
得
る
の

で
あ

る
。

二
入
の
中

で
も
特
に
重
要
な
の
は
理
入
で
あ

る
が
、
今
之
を
景
徳
傳
燈
録
所
牧

の
文
に
就
き
、
便
宜
上
三

段

に
分

つ
て
、
前
述
の
二
織
の
特
色
を
考
察
し
た

い
。

(
第

一
段
)

理
入
者
。
謂
籍
レ教
悟
レ宗
。
深
信
畠含
生
同

一
眞
性
一。
但
爲
昌客
塵
妄
想
所
7覆
不
γ能
ご顯
了
ゆ

.(
第

二
段
)

若
也
捨
レ妄
蹄
レ眞
凝

一佳
壁
観
一。

(
第
三
段
)

無
レ自
無
レ他
。
凡
聖
等

一
。
堅
住
不
レ移
。
更
不
レ随
於
文
教
噛。
此
帥
與
レ理
冥
符
無
レ有
昌分
別
一。
寂
然
無

爲
多

之
理
入
。

第

一
段
を
悟
の
前
提
と
し
、
第

二
段

を
方
法
と
し
、
第
三
段
を
悟
の
實
現
と
し
て
分
段
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
最

初

に

「
教
を
籍
り
宗
を
悟
る
」
と
言

ふ
の
も
達
摩
大
師

の

一
の
見
地
を

示
す
も
の
で
あ

つ
て
、
達
摩
大
師
以
前
に
於

い
て
は
灘
定
は
戒

(
律
)
及
び
慧

(
経

)
と
並
ん
で
佛
道
入
門

の
=
帖學
の

一
た

る
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
然
る
に
こ

、

で
は
大
乗
教
を
直
ち
に
暉
定
の
内
容
と
す
る
事
を
意

味
し
潤
は
敏
に
よ
り
て
指
導
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
教
を
師

の
言

教
と
解

し
て
も
或
は
脛

の
文
教
と
解

し
て
も
、
何
れ
に
せ
よ
共
の
思
想
内
容
は
大
乗
敏
で
あ

つ
て
、
小
乗
的
灘
脛
の
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排
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
達
摩
大
師
の
輝
思
想
に
金
剛

三
昧
経

の
他

に
維
摩
経
、
浬
薬
経
、
殊

に
四
巻
桝
伽

経

の
影
響
を
多
く
存
す
る
事
は
學
者

の
指
摘

す
る
所

で
あ

る
。

然

し
て
、
籍
レ教
悟
レ宗

の
具
膿

的
な
内
容
は

「
深
信
含
生
同

一
量
ハ性
」

の

一
句

に
鑑
き

る
。

悟
レ宗
の
悟
は
後
世
宗

も

　

　

　

密
藤
師
の
言
ふ
解
悟

で
あ
り
信
悟
で
あ
ろ
。
含
生

(
衆
生

)
悉
く
同

一
挙
等
な
る
眞
性
を
有
す

る
事
、
煩
幡
妄

想
の

現
實
は
外
部
的
な
影
響
に
よ

つ
て
置
ハ性
が
覆
ひ
藏
さ
れ

て
ゐ
る
状
態
に
す
ぎ
す
、
從

つ
て
か

、
る
客
塵
は
不
實

の
も

、
、

⑬

の
で
あ
り
本
來
的
な
る
も
の
に
非

る
事
を
信
解
す

る
の
で
あ
る
。
此
の
信
が
租
師
灘

の
指
標
と
な
る
の
で
あ

つ
て
、

此
の
信
無
く
し

て
は
隙
は
成
立
た
な
い
。
眞
性
は
佛
性

で
あ
り
、
自
性

で
あ

つ
て
、
大
乗
佛
敏
思
想

の
申
核
を
成
す

も

の
達
摩
大
師

が

「
此
是
大
乗
安
心
之
法
」
と
言

ふ
、
安
心
な
る
親
み
深

い
語

の
教
理
的
内
容
は
此
の
眞
性

の
現
成

に
他
な
ら
な

い
。

'

「
一
切
衆

生

悉
有

佛
性

。
煩

憎

覆
故
。

不
知

不
見

。
」

(
大
般
浬
榮

経
如

來
性

品

第

四

ノ
四
)

,
「
錐

亀自

性

清
澤

一客

塵

所
レ覆

故

猶

見
昌不
漂

一。
」

(
携

伽
践
多

羅

寳
経

巻
第

四

)

「
理

入
者

深
信
冨衆

生

不
軋
異
昌眞

性
'。

不
レ
一
不
レ共
。
但

以
ヨ客
塵

之
所

磨

障

。
不
レ去

不
レ來
。

凝
昌住

畳
観

一。

諦
昌観
佛

性

一。

不
レ有

不
レ無

。
無
レ己
無
レ他

。

凡
聖

不
二
。

金
剛

心

地
。

堅
住

不
レ移

。

寂
静

無
爲

。

無
レ有
昌分

別
一。
是
名

雲理

入

一。
」

(
金
剛

三
昧

経

入
實

際
品

第

五
)

初
期
灘
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
=
一こ
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初
期
暉
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
叫
四
)

然

し

て
、
妄

を
捨

て
眞

に
蹄

し
壁
観

に
凝

住

す

る
な

ら

ば
、

第

三
段

の
自
他

の
分

別
を
絶

し
凡

塁

等

一
な

る
境

地

に

　

　

堅
住
し
て
移
ら
ぬ
と
云
ふ
悟
境
を
實
現
す
る
。

凡
聖
等

一
は
前
の
含
生
同

一
な
る
眞
性

(
携
伽
資
記

に
は
含
生
凡
聖

　

同

一
眞
性
と
言

ふ
)
の

顯
現

に
他
な
ら
な
い
。

前

に
信
解
し
た
も

の
が

今
は
現
成
の

事
實

と
成

つ
た
に
過
ぎ
ぬ
。

「
與
レ理
冥
符
、
無
レ有
昌分
別
」

の
理
と
は
、
四
行
中

の
樗

法
行
に
言
は
る

、

「
性
浮
之
理
」

で
あ
ら
う
か
ら
、
自
性

清
浄
の
現
前

で
あ

る
。

「
不
随
於
文
藪
」

(
樗
伽
師
資
記

に
は
言
敏
と
云
ふ
)

と
は
、
己

に
敏
の
現
炭
を
見
た
か
ら

し
て
も
は
や
教

に
随
は
ぬ
の
で
あ

つ
て
前

の

「
藷
レ
教
悟
レ
宗
」

に
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な

い
。

こ
、
に
於
い
て
は
輕

は
己
に
輝

に
撮

せ
ら
れ
、
性
浮

の
理
と
冥
符
す
る
が
故
に
戒
も
亦
繹

に
撮

せ
ら
れ
て
、
こ

～
に
三
學
を
振
す
る
祀
師

暉

の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
翼
性

の
信
解
と
そ
の
實
現
が
達
摩
輝

の
第

一
の
特
色

で
あ
る
事
は
明
か
τ
あ

る
oさ

て
第

二
段

に
蹄

つ
て

「
壁
観
」

で
あ
る
が
、

「
如
レ是
安

心
者
壁
観
」
と
言
は
る

、
如

く
、
安
心
と
壁
観
は
不
二

㊤

で
あ
る
。
此
の
壁
観
を
滋
に
入
る
方
法
と
解
す
る
か
、
道
自
膿
の
表
現
で
あ

る
か
に
就

い
て
、
學
者
の
読
を
異
に
す

る
の
で
あ
乃
が
、
私
は
、
目
的
が
直
ら

に
方
法
で
あ
り
、
悟
と
不
二
な

る
修

に
壁
観

の
特
色
を
見
た
い
の
で
あ
る
。

・即
ち
壁
観
は

「
心
を
安
ん
す
る
」
方
法
で
あ
る
と
共
に

、

「
安
ん
じ
た
る
心
」

の
表
現

で
も
あ
畜
。

,

,

景
徳
傳
燈
録
巻
三
、
達
摩
傳

に

「
別
記
」
な

る
も
の
を
引
用
し
、
慧
可
に
野
す
る
藪
と
し
て
言

ふ
。
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「
外
息
昌諸
縁
一内
心
無
レ喘
。
心
如
二膀
壁
閏可
呂以
入
τ遣
。
」

叉
、

「
繹
門

正
統
」

に
註
し
て

「
客
塵
爲
妄
の
入
ら
ざ
る
を
壁
と
い
ふ
。
」
壁
に
は
物
を
障

へ
て
入
ら
し
め
ぬ
と
云
ふ

義

が
あ
る
。
是
等
は
壁
観
を
入
避

の
法

と
見
た
の
で
あ

る
。
宗
密
濯
師
が
、
「
達
摩
以
昌壁
観

。

敏
噌入

安

心
一云
。

外

止
昌諸
縁
一。
内

心
無
レ喘
。
身
如
昌賠
壁
一。

心
如
昌死
友
一。
可
β以
入
7道
。
豊

不
昌正
是
坐
輝
之
法
"。
」
(
藤
源
諸
詮
集
都
序

巻

上
)
と
言

ふ
の
も
此
の
意

で
あ
る
◎

-

之
に
封
し
、
黄
藥

暉
師
が

「
達
摩
面
壁
都

不
レ令
ヨ人
有
昌見
庭
一。
」

(
傳
心
法
要
)

と
言
は
る

、
も

の
は
、
壁
観
を
道
自
髄

の
表
現
と
見

る
も
の
で
あ

る
。

、

壁
観

は
此
の
雨
面
を
粂
ね
具

へ
る
も
の
で
あ

る
。
外
諸
縁
を
息
め
て
客
塵
僑
妄
を
入
ら
し
め
す
、
内

に
心
喘
ぐ
無

き
は
入
道
の
要
諦

で
あ
り
修

の
眞
髄

で
あ

る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま

～
道
自
膿

の
妙
相

で
あ
b
悟
の
風
光

で
あ

つ
て
、

・時
節
因
縁
熟

す
れ
ば
外
諸
縁
息
み
客
塵
を
絶
し
内

に
心
喘
ぐ
無
き
境
地
が
現
前

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
別
記
」

に

.
、

、

、

、

慧

可
が
前

蓮

の
教

を
受

け

て
後

、
絡

に
、
「
我

巳
息
昌諸
縁

一」

と
吐

露

し
た
時

、

そ
れ

は
巳

に
大
悟

現

前

の
風
光

で
あ

つ
た

。

さ
れ

ば

こ
そ
、

「
莫

㌦
ヤ
不
下成
昌断

滅
"去
上否
ヤ
」

と

の
達
摩

大
師

の
鮎
槍

に
封

し

て

「
了
了
ト
.
テ
常

知
,
故

二
言

之

不

レ可
レ及
」

と
答

へ
、
「
此

是
諸

佛
所
傳

心
膿

。
更

勿
レ疑

也
」

と

言

ふ
達
摩

大
師

の
印

謹
を

得

た

の
で
あ

る
。

初
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

(
一
五
)
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初
期
沸
宗
史

に
於
け
る
悟
と
修

の
問
題

(
一
六
)

　

　

　

　

む

　

　

し

か

、
る
壁
観

の
特
質
は
、
さ
き
に
第

一
段
に
於
け

る
遣
ハ性
の
信
が
、
そ
の
ま

～
第

三
段

に
於
い
て
具
性

の
謹
と
成

る
所
以
と
表
裏

一
膿
な
る
も
の
で
あ

つ
て
、
宗
密
め
所
謂
、

「
悟

に
因

つ
て
修
し
(
解
悟
)
、
修

に
因

つ
て
悟
る

(
謹

悟

)」
(
都
序
)
も

の
で
あ

る
。
か
く
て
壁
観
は
謹

(
悟
)
と
不
二
な

る
修

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
被
の
輝
経
的
観
法
が

　

　

三
毒
煩
拶

を

】
旦
不
浄
、
慈
心
、
十

二
因
縁
、
数
息
、
念
佛
等
の
観
に
置
き
換
え
、
更
に
観
を
滅
し
て
四
藤

に
進
む
、

帥

ち
謹
と
別
な
る
修
を
経

て
、
修

の
否
定

に
よ
b
謹

に
達
す
る
と
云
ふ
順
序
を
取
る
に
封
し
て
、
方
法
の
純
粋
化

で

あ
り
原
理

へ
の
復
蹄

で
あ
る
。
前
者
を
假
に
問
接
法
と
名
け
る
な
ら
ば
、
之
は
直
接
法
と
言
ぴ
得
や
う
。
之
が
達
摩

暉

の
第

二
の
特
色

で
あ

る
と
考

へ
る
。

.

、

理
入
に
表
は
れ

た
此
の
二
つ
の
特
色

こ
そ
、
達
摩
暉

の
歴
史
的
意
義
を
明
か
に
す
る
も

の
で
あ

り
、
租
師
輝

の
根

本
原
理
を
確
立
し
た
も
の
で
あ

る
と
言

っ
て
よ
い
。

衣

に
行
入
と
し
て
示

さ
れ
る
四
行
に
簡
輩
に
鯛
れ
る
な
ら
ば
、

　

　

　

　

「
、
報

冤

行
と

は

「
修
道

行
人

若
受
レ苦

時
。

當
自

念
言

。
我

從
昌往

昔
無
藪

却
中

」棄
レ本
從
レ末

痺

浪

諸

有
一。
多

起
噌冤

憎
一違
害

無
レ限

。
今

錐
レ無
レ犯
是

我
宿

映
悪
業

果
熟

。
非

レ天
非
レ人
。
所

鵠能

見

騨與

。
甘

心
忍

受
都

無
"冤

訴

一。
云
云
L

と
言

ふ
の

で
あ

る
か
ら

、
修
道

者

が
苦

に
遭

ふ
た

場
合

、
之

を
宿

生
の
悪
業

の
結

果

と
親

じ

て
甘

心
恩

受
し

て
冤

訴

の
心
無

き
を
言

ふ
Q

一
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も

　

も

　

　

　

　

あ

二
、
随

縁

行
と

は

「
若

得
昌勝
報

榮
墾

等
事

一。

是
我

過

去
宿
因
所

レ威
今

方
得
レ之
。

縁
審
還

無
。

何

喜

之
有

。

得
失

從
レ縁

心
無
昌増
減

}。

喜
風

不
レ動

。
冥
昌順
於

道

一。

是
故

読
言

昌随
縁

行
　也

。」
で
あ

つ
て
、
勝
報

榮

碁

の
得
意

の
場

合

も
、
過

去
宿
因

の
致

す
所

と
し

.
是

亦
縁

蓋

れ
ば
無

に
蹄

す
可

き

も

の
で
あ

つ
て
何
等

心
を

動

す

る

に
足
ら

す
と
観

す

る
を
言

ふ
。

三
、

無

所
求

行
と

は

「
世

人

長
迷

慮
露
貧

著
。

名
レ之
爲

レ求

。
智

者
悟

二眞

理

一將
レ俗

反
。

安

心
無

爲

。
…
…
経

云
。

有
ソ求
皆

苦
無
レ求

乃
樂

。

到
知

唱無
レ求

眞

爲
昌道

行
・。

故
言

昌無
所
求

行

一也

。」

と
あ

る
通

り
、

世

人

の
長

迷
と

不

安

の
根

本

を
貧

心
求

心

に
あ

り

と
し
、

息
レ想
無
レ求
を

以

つ
て
具

の
道

行
と

す

る

の
で
あ

る
。

四
、
稻

法
行

に
は

二

つ
の
面

が

あ

る
。
帥

ち
、

そ

の

一
は

「
性

浮

之
理

目
レ之
爲
レ法

。
…

…
…

若

能

信
昌解

此
理

一。

鷹
レ當
昌構
レ法
而
行

一。
」
と
云

ふ
方
面

で
あ

つ
て
、
理

入

の
初

入

に
通

す

る
も

の
、

そ

の

二
は

つ
爲
レ除

昌妄

想
一修
サ行

六
度

一而
無
レ所
レ行
是
爲

呂稻

法
行
一。
L

で
あ

り
、
「
此
爲
昌自

行
一復

能

利
レ他

。

亦
能
荘

巖

菩

提
之

道
一。」

と

言
は

る

、
か
ら

、
大

乗
菩
薩

道

の

一
面

を
傳

へ
る
も

の

で
あ

る
。

以

上
四

行
を
通
観

す
れ
ば

、
報

冤

行
は
逆

境

に
封
す

る
修

行

者

の
心
構

へ
で
あ

h
、

随
縁

行
は
順

境

に
封

す

る
そ

れ

で
あ

り
、
無

所
求

行
は
、
前

二
行
が

外
縁

に
鷹

す

る
用
意

で
あ

る
に
封

し
、
其

の
根

本
を

自

心

に
見

た
も

の

で
あ

り

、
稻

法

行
は

一
に
理

入
を
以

つ
て
修
遣

法

の
第

一
義

的

な

る

も
の
と
、す

る
と

共

に
、

實
生

活

に
於

い
て
は
積

極
的

列
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

-

勘

(
一
七
)
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初
期
輝
宗
史
に
於
け
る
悟
と
修
の
問
題

、

(
助
八
)

に
六
度
を
行
じ
て
謙
虚
翼
摯
な

る
菩
薩
道
を
行
ぜ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
即
ち
登
膿

と
し
て
、
理
入
と
表
裏
を
成

し

つ
～
修
行
者
の
實
生
活
上
の
指
針
を
懇
切
に
指
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
外
順
逆

二
境

に
よ

つ
て
動
ぜ
ら
れ
す
、
内

.

求
心
を
絶
し
、
清
澤
之
理
の
實
現
を
期
す
る
の
は
、
正
に
壁
観
的
生
活
封
度

で
あ
る
。
唯
、
修
昌
行
六
度
一
は
、
や
が

て
傳

心
法
要
に
言

ふ

「
六
度
萬

行
を
修
し
て
成
佛
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
帥
ち
是
れ
衣
第
な
り
。
無
始
よ
り
己
來
、

次
第

の
佛
な
し
」

の
思
想

に
ま
で
登
展
す
可
き
も
の
で
あ

る
が
、　
二
入
説

の
登
膿

と
し
て
は
重
要
な
位
置
を
占
む
る

、

も
の
で
は
な
い
。

要
す
る
に
、
達
摩
大
師

の
灘
思
想

の
特
質
は
理
入
に
蕃
く
と
言

ふ
可
く
、
次

に
此
の
黙
よ
り
六
租

の
頃

に
至
る
暉

思
想
及
び
暉
法
の
推
移
を
見
た
い
。
思

ふ
に
二
入
四
行
の
読
は
、
そ
の
構
嵐
は
簡
に
し
て
能
く
整
ひ
、
論
旨
明
快
に

し
て
穏
健
中

正
を
失
は
す
、
、
支
那
輝
宗
思
想
史

の

H具
8
身
9
δ
口

と
し

て
極
め
て
相
鷹
は
し
い

も
の
で
あ
る
と
鳳

ぜ
ら
れ
る
。

註
θ

宇
井
博
士
は

「
安
心
法
門
」
を
慧

可

の
語
と
す

る

(
暉
宗
史
研
究
第

一
)
紳
尾
弍
春
氏

は

「
襯

心
論
」
を
北
宗
碑
秀
作

と
す

る
、

「
悟

性
諭
」

「
血
脈
論
」
に

つ
き

て
は
、
常
盤
大
定
博
士
著

「
績
皮
那
佛
教

の
研
究
」
所
牧

「
見
性

の
思
想
的
考

察
」
滲
照
、

「
経
観
論
」
は
牛
頭

法
融

の
語
乏
せ
ら
る

(
關

口
慈
光
氏
)
「
無
心
論
」

は
關
匹
氏

は
法
融

の
作
と
推
測
し
、
柴
野

氏
は
慧
可

の
作

と
せ
ら

る
。

(
「
達
摩
」
)

、44



註
◎

林
岱
雲
氏

「豊
口提

蓮
摩
傳

の
研
究
」

(
宗
政
研

究
薪
.第
}九
巻
第
}三
號
)
参

照
も

註
㊧

二
入
設

に
つ
き
て
は
松
本
博

士
は
漸
悟

の
法
門
と
し

つ
、
理
入
読
が
や
が
て
頓
悟

に
獲
展
す

と
さ
れ
、
胡
適

は
漸

悟
と
し
、
宇
井
博
士
は
頓
悟

と
し
、
柴
野
氏

は
頓
悟
漸
修

の
法
門

と
さ
れ
る
。

,

註
⑭

「
古
人

云
く
、
参
縄

は
須
く

三
要
を
具
す

べ
し
。

一
に
は
大
信
根
有
り
、

二
に
は
大
疑
情

有
り
、

三
に
は
大
憤
志
有
り
、
…
…
…
信
根
と

綜
何
を

　

た

か
言

ふ
や
。

只
是
れ

人
人
見
得
す
可
き
底

の
自
性
有

り
、
徹
了
す
可
き
底

の
宗
旨
有

る
こ
と
を
信
ず

る
是
也
」
(
白
隠
述
息
耕
録
開
莚
普

説
)

げ

た

　

も

も

「
若

し
此
道

を
成
ぜ
ん
と
欲

せ
ば
、
先
づ
須
く
大
信
根

を
具
す

べ
し
。
何
を
か
信
根

と
謂

ふ
。
所
謂
、
諸
佛

心
性
及
び
無
量

の
智
慧
本
來
具
足
す

る
こ
と
を
信
じ
、
根

に
大

小
無
く

、
機

に
智
鈍
無
く
修
す
る
者
即

ち
得

る
こ
と
を
信
ず
」
(東
嶺
蓮

宗
門
無

書
燈
論
)

註
ハ㊤

柴

野
氏
設

「
達
塵
『」
八

唱
頁
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ハ

、

へ

初
期

輝
宗

史

に
於
け
る
悟
と
修

の
問

題

(
一
九

》


